
平成 15年 10月 2日 午後 7～9時 
場所：札幌市環境プラザ 

 
第２回懇談会 会議録 

 
市より以下のテーマに関しての報告・説明を行い，随時，意見交換を行った。参加人数は約 26名。 

 
1 第１回懇談会のおさらい 
  ・7月 23日に行われた第１回懇談会の内容についておさらいをした（配布資料１）。 
  ・北海道環境サポートセンターと環境プラザの機能の違いについて次のように補足した。 
    北海道環境サポートセンターは市民団体の活動をサポートすることを目的としている。それ

に対し，環境プラザは市民や子どもたち等の個々人が環境活動を起こせるような拠点となり

たい。 
2 環境プラザの事業に関する報告および説明事項 
○ オープニングイベントについての報告 
・9月 1~7日に以下のオープニングイベントを行った。イベントは市民と市で構成された実行委
員会が中心となって運営した。 
(1)さっぽろ環境情報マップ 
(2)環境プラザ！クイズオリエンテーリング 
(3)環境日替わり講座 

 なお，(1)のさっぽろ環境情報マップは，景観プロジェクトというNPO団体と協力して実施した。 
 
○今後の事業 
  第１回環境プラザの運営に関する懇談会の意見交換で，何をどう委託するのかという質問があ

った。そこで，委託・受託する際の判断材料として，今年度，環境プラザで持つ事業について説

明を行った。 
(1)環境総合講座 
地球規模から身近な環境問題までをテーマに，様々な講師が講座を開催する事業（配布資料 4） 

(2)環境保全アドバイザー制度 
 環境に関する各分野の専門家を，市民の観察会・学習会に派遣する制度（配布資料 5） 

(3)環境教育リーダー制度 
 環境に関する各分野のボランティアの方々を，市民の観察会・学習会に派遣する制度（配布

資料 6） 
  (4)Kids ISOプログラム 
  小中学生を対象とした省エネ活動のプログラム（配布資料 7） 

(5)エコファミリー事業 
一般の家庭を対象として省エネナビを貸し出し，省エネ活動を促進させる事業（配布資料 8） 

  (6)エコライフWEEK事業 
子どもたちを対象とした環境家計簿で，省エネ活動を促進する事業（配布資料 9） 
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  (7)こどもエコクラブ 
子どもたちが主体的に行う環境学習や環境に関する活動を支援する事業（配布資料 10） 

 
3 二酸化炭素排出量の削減に向けたアクションプログラムについて 
  市長が公約で掲げた「４年間で二酸化炭素排出量の 10％削減」に向けて 39の施策案を考えてお
り，市全体で環境への負荷の低減に取り組むようなウェーブ（波）を起こしたい。今回，案の一

部について説明をした。 
○さっぽろ ストップ・ザ・温暖化キャンペーン 
・キャンペーンの内容 
 キャッチコピーや市長のアピール等を考えており，各種媒体を用いて広報したい。キャンペーン

の具体的な内容については，今後市民と意見を交換しながら決めていきたい。 
 ・web版環境家計簿（目標 10万人） 
  インターネット上で環境家計簿をつけるというもので，キャンペーンのひとつとして考えている。

従来の環境家計簿と異なる点は， 
＊ チェック項目を電気，ガス，水道使用量の３点にしぼっている 
＊ 面倒な計算等は省略 
＊ 削減量のランキングがわかる等，楽しめる部分を持たせる 
なお，インターネットが利用できない市民も参加できるように配慮したい。 
○エコドライブ宣言（目標 10万人） 
  アイドリング・ストップ（駐停車の間，無駄につけている車のエンジンを止めること）等，環境

にやさしい自動車の使い方であるエコドライブについて，多くの市民に実践を宣言していただく。 
○エコライフ宣言（目標 10万人） 
  環境にやさしい消費行動（グリーン購入，エコバック使用等）や省エネ行動等を，多くの市民に

実践を宣言していただく。 
※グリーン購入…購入の必要性を十分に考慮し，品質や価格だけでなく環境のことを考え，環

境負荷ができるだけ小さい製品やサービスを，環境負荷の低減に努めている事

業者から優先して購入すること（グリーン購入ネットワーク 

http://eco.goo.ne.jp/gpn/ ） 
※エコバック使用…買い物等の際に，買い物袋を持参し，環境への負荷を低減する 

○環境マラソン講座 
  地球環境の現状について，できれば毎日のように講演を行い，市民・事業者に正しい情報を提供

する。 
○市民が温暖化対策に自発的に取り組める行動メニューの提案の公募と，それに対する市民助成制度 
  市民から環境行動に関するアイデアを募集し，それに対する助成を行う。助成金額等は未定。 
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２ 意見交換 
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参加者（市民）からの意見 市の意見 
環境プラザの運営について 
・環境プラザの最終的な目標は？ 
 
 
 

 
・環境活動の輪を広げることが目的である。この

意味で，市民がどのように関わり合っていくのが

良いのか，もっともふさわしい運営形態について

この懇談会で一緒に考えていきたい。 

懇談会について 
・懇談会は今後どのように進むのか？ 
 
 
 
 
 
 
 
・誰でも懇談会に参加できるという形だと，人が

入れ替わる。どう話を積み重ねていくのか。 

 
・「環境プラザ検討会議(※)」から，運営委員会を
設けることが望ましいとの提言をいただいてお

り，懇談会の意見が運営委員会に結びつくように

なれば，と考えている。 
※環境プラザ検討会議…平成１２年から１４年

にかけて，環境プラザの具体的な内容について協

議・検討していただいた。 
 
・メンバーを決める場合，その選択がベストかど

うかの問題がある。今は誰でも参加できるという

形で進めていきたい。今後懇談会の中で良い方向

性が出ればいいと思う。 
運営委員会について 
・運営委員会とはどのようなものか？ 
・いつ動き出すのか？ 
 
 

 
・環境プラザの運営を担う運営組織である。誰が，

いつというような具体的な約束事はない。運営委

員会を含めて，懇談会の中で様々な意見が出れば

いいと思う。 

展示物に関して 
・自分たちの生活と環境問題の結びつきが足りな

いのではないか。どのような視点で造ったのか？ 
 
 

 
・展示物は，これが答えだからこうしましょうと

はせず，なぜだろう，どうしたらいいだろうと考

えさせるコンセプトで造っている。今，この展示

物が 100％だと思っていない。皆さんの様々な視
点から御意見をいただき，よりよいものにした

い。 
オープニングイベントについて 
・オープニングイベントを市民と市が一緒に行っ

たことについて，どう評価しているのか。 
 
 
 
 

 
・感想としては，一緒にやることにより，市民の

視点からのアイデアをいただけたという良い点

と，スケジュール調整等や，誰がどこからどこま

での責任を持つかという，役割分担について難し

い点があったと思っている。 



参加者（市民）からの意見 市の意見 
環境プラザの事業について 
・地球の現状，今後予測される危機等，環境に関

する情報をもっと流してほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・環境教育リーダーの制度とはどのようなもの

で，何を基準にリーダーの人選を行ったのか。ま

た，派遣の際の人選基準は？ 
 
 
 
 

 
・環境プラザ事業の環境総合講座，またプラザ単

独の事業ではないが環境マラソン講座（※1）や
出前講座(※2)を行うことにより，地球環境につい
て等，情報の発信をしていきたい。 
※1 環境マラソン講座…地球環境の現状につい
て，高い頻度で（できれば毎日のように）講座を

開き，市民・事業者に正しい情報を提供する事業 
※2 出前講座…市職員が地域に出向き，市の施策
や事業についてわかりやすく説明を行う事業 
 
・環境教育リーダーは学校の教職経験者や独自に

自然関係の活動をされている方々で，学校や市民

の方々の環境学習をサポートしている。リーダー

は公募し，市で用意した研修を受けていただいた

後，委嘱した。派遣の際は，依頼内容により市の

方で選んで派遣している。 

アクションプログラムについて 
・「市民が温暖化対策に自発的に取り組める行動

メニューの提案の公募と，それに対する市民助成

制度」以外に，市民が関われる企画はないのか？ 
・web版環境家計簿は市民の間で広がっていくの
だろうか。10％削減した市民や団体名を公表して
取り組みを評価してあげるなど，動機付けを強め

たらどうか。 
 

 
・今回紹介した企画はあくまで案である。アイデ

アがあればどんどん出してほしい。企画に反映し

たい。 
・市民に取り組んでもらうための手段・方法とし

て，キャンペーン等を行うことにより，市全体で

ウェーブ(波）をつくり，広めたいと考えている。
ぜひキャンペーン内容等，広げるためのアイデア

を出していただきたい。 
懇談会の周知に関して 
・ホームページとメーリングリストだけでは，ご

く限られた市民にしか伝わらない。新聞社への投

げ込み，環境プラザ内や区民センター等にチラシ

を置くなりして，広く広報してほしい。 
・開催日を毎月第何週の何曜日等に固定してみる

のはどうか？ 

 
・オープニングイベント時に，区役所，区民セン

ター，近隣の小学校等にチラシを配布したが，あ

まり効果が見られなかった。開催日の工夫も検討

するが，懇談会の内容の準備等の理由から，開催

日の固定は難しい。次回の開催にあたって，チラ

シを置く等，できるだけ広報するが，懇談会に参

加している市民のネットワーク等を使った協力

が必要だと考えている。ぜひ協力していただきた

い。 
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参加者（市民）からの意見 市の意見 
要望・提案 
・アクションプログラムについて，企画にアイデ

アを出すという関わり方だけでなく，その根本で

ある施策の決定に関わりたい。 
・懇談会ではできるだけわかりやすい言葉で話し

てほしい 
・次回の懇談会のテーマを，予定で構わないので

事前にホームページ等で周知できないか。 
・環境総合講座について，講師はバランスよく，

いろいろな方を講師として招いてほしい。 
・展示コーナーでは，子どもたちに「今日は解説

員になってみよう」等，楽しさや遊びの要素を取

り入れたらいいのではないか。 
・今，環境プラザにあるアンケートに，プラザへ

の要望や講座に参加してどうだったか等の項目

を追加したらどうか。 

 
・要望・提案として参考にさせていただきたい。 

その他，参加者から参加者への意見 
・こうしてほしいという意見だけでなく，市民の

方からもアイデアを出していきませんか。 
・対立からは何も生まれない。プラザの運営を皆

で考え，力を合わせていくのがいいのではない

か。 
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